
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

溝部に熱媒体用の配管を配し、その配管の端末部に配管接続部を設け
てなる暖房パネルの複数が、前記配管接続部を隣接させて配置され、前記配管が前記配管
接続部で接続管をもって接続してなる床暖房装置において、

夫々前記接続管
用の溝が形成されると共に、 伝熱板が配置され、前記接続
管は前記伝熱板を介して配管接続部の溝に収容され、

ことを特徴とする床暖房装置。
【請求項２】
　 請求項１記載の床暖房装置。
【請求項３】
　 請求項１又は２記載の床暖房装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は温水等の熱媒体の流路を有する暖房パネルを用いた床暖房装置に関するものであ
る。
【０００２】
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矩形状のベースボードに蛇行状の溝部をその端部がベースボードの角部に位置するよう
に設けると共に上記

上記ベースボード上には、上
記配管端末部に臨む角部を切除された表面板が固定され、上記角部には、

該溝を含む角部の表面部を覆う
上記角部の伝熱板上には蓋板が固定

ビスで取り付けられる

前記表面板が薄い鋼板からなる

前記蓋板が薄い鋼板からなる



【従来の技術】
温水等の熱媒体の流路を有する床暖房パネルを用いた床暖房装置としては、ベースボード
に設けた蛇行状の溝内に温水等の熱媒体の配管を配し、前記ベースボードの角部に配管接
続用の切欠部を設け、表面部を金属板で覆ってなる暖房パネルの何枚かを部屋の広さに合
わせて配置したものが知られている。この場合、各暖房パネルは配管接続用の切欠部が隣
接するように配置され、配管の端末同士を接続管で接続した後、切欠部の表面側に金属板
からなる蓋材を固定ビス等で取付けて使用に供される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前記した床暖房装置の場合、接続管がベースボードの切欠部に位置していることから、接
続管の周辺は空気層で覆われており、その上部に蓋材が存在しても表面側への伝熱性がベ
ースボード他部に比べて劣るため、床暖房パネルの表面において温度むらが生じ易いとい
う問題がある。
【０００４】
したがって、本発明の目的は、配管接続部の温度上昇を向上させ、床暖房パネルの表面に
おいて温度むらの少ない床暖房装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明

。
【０００６】
　 。
【０００７】
　 。
【０００８】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【０００９】
図１は本発明に係る床暖房装置の形態を概念的に示すもので、二枚の暖房パネル１が敷設
され、熱源からの熱媒体、例えば温水が暖房パネル１内に蛇行状に配置された配管７内を
直列に流れるように、前記配管７の端部間が接続管３をもって接続されている。
【００１０】
各暖房パネル１は、図２及び図３に示すように、例えば厚さ１１ mm程度の木材質のベース
ボード２に設けた蛇行状の溝内に、例えば横断面が偏平な銅材からなる配管７が薄いアル
ミニウム板からなる断面逆Ω形の伝熱板８を介して配置され、ベースボード２の表裏には
夫々薄い鋼板等からなる表面板４と裏面板５が固定されているが、表面板 4の配管端末部
が位置する角部（配管接続部）は、図２に示すように切除されており、そこに露出するベ
ースボード２の表面には配管７を収容する溝に連なる溝９が形成されている。この配管接
続部における溝９は想定される接続管３のルートよりやや広目に加工されており、その配
管接続部には前記溝９を含む表面部の大きさに合せて成形された薄いアルミニウム板から
なる伝熱板１０が配置されている。
【００１１】
このような暖房パネル１の組合せからなる床暖房装置は、各暖房パネル１を敷設した後、
隣接する配管接続部に露出する配管７の端末同士を、可撓性のある樹脂管や軟質銅管等か
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は、矩形状のベースボードに蛇行状の溝部をその端
部がベースボードの角部に位置するように設けると共に上記溝部に熱媒体用の配管を配し
、その配管の端末部に配管接続部を設けてなる暖房パネルの複数が、前記配管接続部を隣
接させて配置され、前記配管が前記配管接続部で接続管をもって接続してなる床暖房装置
において、上記ベースボード上には、上記配管端末部に臨む角部を切除された表面板が固
定され、上記角部には、夫々前記接続管用の溝が形成されると共に、該溝を含む角部の表
面部を覆う伝熱板が配置され、前記接続管は前記伝熱板を介して配管接続部の溝に収容さ
れ、上記角部の伝熱板上には蓋板が固定ビスで取り付けられるものである

前記表面板は薄い鋼板からなるとよい

前記蓋板が薄い鋼板からなるとよい



らなる前記溝の深さ程度の外径を有する接続管３をもって水密に接続することにより温水
源との間の流路が確保される。
【００１２】
しかして、各暖房パネル１の配管接続部に薄い鋼板からなる蓋板６を固定ビス等で取り付
けて使用に供されるが、接続管３の下側はベースボード２で断熱される一方、接続管３か
らの熱は伝熱板１０を介したりして蓋板６ヘ効果的に伝達され、蓋板６からの放熱量が増
加し、床暖房装置の温度むらを改善することができる。
【００１３】
【発明の効果】
　以上のように、本発明によれば 暖房パネルの表面において温度むらを改善でき
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る床暖房装置の概略を示す説明図である。
【図２】本発明に係る床暖房装置の実施形態の主要部を示す説明図である。
【図３】図２の中にＡ－Ａ線で示す部分の断面図である。
【符号の説明】
１　暖房パネル
２　ベースボード
３　接続管
４　表面板
５　裏面板
６　蓋板
７　配管
９　溝
１０　伝熱板
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(3) JP 3875868 B2 2007.1.31

、床 る。



フロントページの続き

(72)発明者  鈴木　孝志
            東京都千代田区大手町一丁目６番１号　日立電線株式会社内

    審査官  松下　聡

(56)参考文献  実開平０７－０２６６０９（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５７－０９７８０７（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              F24D  3/16

(4) JP 3875868 B2 2007.1.31


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

